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○昨年度までの研究について 

 研究主題「主体的・対話的で深い学びの実現を目指して ～学習過程の質的改善～」 

・「見方・考え方」を働かせた授業実践 

  ・ICT の充実 

○委嘱期間：3 年（令和４年度～令和６年度） 

 

○研究領域：各教科など及び教育課程全般に関わること 

 

○研究教科：全教科 

 

○研究主題：個別最適な学びと協働的な学びの視点を取り入れた授業実践 

 

○研究仮説：個別最適な学びの視点を授業に取り入れることによって、子どもが本来持っている学びに向かう力

を引き出すことができ、資質・能力の向上につながる。 

 

○方向性 

１年目：主に「個別最適な学び」について知り、学んだことを１つ以上授業の中で実践し、報告書にまとめる。 

２年目：主に「協働的な学び」について知り、「個別最適な学び」と一体的に取り組み、報告書にまとめる。 

３年目：１年目・２年目に学んだことの中から、資質・能力の育成に最適な方法で授業実践を行う。 

これらの実践は昨年度まで取り組んできた「見方・考え方」を踏まえた研究である。 

また、ICT も十分に活用する場面が設定できる。 

 

結果をどのように測るか 

・県学テ・全国学テ（特に B 問題）・市学テ→思考・判断・表現、知識・技能 

 →３教科しか測れない。本当にこれらのテストが資質・能力を測るものとなっているのか？ 

・共通の振り返りシート・自己評価シートを作り、その変容を見取る？→学びに向かう力・人間性等 

・学習に関するアンケートの実施 

 

○研究部会について

授業研究部 

授業の手法、

実践の研究 

ＩＣＴ研究部 

ＩＣＴの活用

について 

研究推進委員 

評価・データ分析部 

テストやアンケート

のデータ収集、分析 

変容の看取り方につ

いて 



 


